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日本におけるマイクロスコープの歴史も２０年を超え累計販売台数も積み上が

り、普及率も５％近いと言われるまでになりました。一般にも新聞や週刊誌に

マイクロスコープ特集が組まれ、患者啓蒙にも役立つものとなっています。し

かしながらマイクロスコープ治療の恩恵を受けた患者数についてはその普及率

ほどに増えていないように思われます。その原因としてマイクロスコープの取

り扱いが特殊なことと、熟練が必要なために設置台数に比較して現実には十分

に稼働していないマイクロスコープが少なくないせいだと言われています。 
今回、筆者らはマイクロスコープの取り扱いのハードルとして一番に挙げら

れるデンタルミラーの使用方法について解説すると共に、ミラートレーニング

に効果を上げている模型を用いて実際にシステマティックなミラー使用方法を

体験して頂きたいと思います。模型は３０台用意しております。 
ので多くの先生方にその有用性を理解して頂けることと思います。 
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